






'よZ00Hzであった。

実験２で取り上げる「漢」「思」について、注視点の分布を

求めた。この二字の選択に関しては、実験２で述べる。分布状

況を把握するため、基本的に漢字の部分の区切りや部分の中心

をなす線画に従ってそれぞれの漢字を区切った。また、被験者

によりデーターが微妙に異なる部分についてはさらに細かく分

割した。領域の分割方法を図１(ｱ)、図ｌ(ｲ)に示す。その結果

から得られた注視点の分布の平均値をグループ毎に分けて図２，

図３に示す。グラフの値は、各区画を積算した注視点の平均停

留時間を示している。また、各図には測定時における視点の移

動の軌跡を具体的に示すために、グループ毎に典型例をのせた。

同一グループ内では、典型例は同一被験者のものである。（眼

球運動の測定結果は、呈示した漢字の上に視点の移動の軌跡を

重ね合せて表示している。●は注視点(注2)を、●と●を結ぶ線

分は、視点の移動した軌跡を示す。●の大きさは相対的な停留

時間の長さを表わす。）

非学習者、中級学習者、日本人の注視点の分布を比較してみ

ると、三者共同一の部分（「漢」「恩」ともにＸ２Ｙｌ）に最も

多く集まっていることがわかる。この部分は字の中心付近に位

置し、しかも線が多く交わって構成されている複雑で込み入っ

たところといえる。この、文字を見る際の注視点が一般的に線

分の交点などに集まることは既に指摘されている（吉田他

1975、福田他1993）。

さらに、データーからは、中級学習者、日本人の注視点は、

「漢」「思」ともＸ２Ｙ１の部分を中心とした付近にまとまって

いるが、非学習者の注視点は、Ｘ２Ｙ１以外は字の外周部にも広

く拡散していることが確認される。また非学習者の注視点の大

きさは中級学習者、日本人に比べて非常に小さい。そして、文

字の上を視点があまり留まることなく動いて行っている様子も
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うかがわれる。このような非学習者の注視点の動きは、Ｋｏｇａ
ｃｔａＬ（1989）で示された学習前のデーターに類似している。

これらは、中級学習者や日本人が漢字を見る目をすでに獲得し

ているのに対して、非学習者は文字をどう見ればよいかわから

ず、文字全体をあてもなく見回している可能性を示している。

またこの結果は、非漢字系外国人にとって漢字を見ることがま

ず第一に難しいと言われていることに対応していると考えられ

る。しかし、学習が進むと、非学習者の注視点もＸ２Ｙ１を中心

とした付近にまとまり、外周部への拡散が見られなくなること

が、中級学習者や日本人の注視点分布から予測される。

中級学習者と日本人の注視点の分布を比べてみると、中級学

習者のものは、「漢」「恩」ともに、漢字を構成する一部分

（Ｘ２Ｙ１）に注視点が特に集中しているのが特徴的である。日

本人のものはむしろＸ２Ｙｌを中心としてその周囲にやや分散し

て集まっているといえる。非学習者の注視点分布は、学習によ

って、中級学習者と日本人のなかでも中級学習者のものにまず

近づくと考えられる。

以上実験１では、非学習者、中級学習者、日本人がそれぞれ

漢字を見たときの注視点分布の相異が、次の４点検出できた。

すなわち、（１）非学習者、中級学習者、日本人とも、字の中

心付近の、線が多く交わって構成されている複雑で込み入った

ところ（Ｘ２Ｙｌ）に注視点が最も多く集まる。（２）中級学習

者と日本人の注視点はＸ２Ｙ１を中心とした付近にまとまってい

る。（３）非学習者の注視点は字の外周部にも広く拡散してい

る。注視点の大きさも中級学習者や日本人に比べて非常に小さ

い。そして、文字の上を視点があまり留まることなく動いてい

る。（４）中級学習者の注視点は日本人のものと異なり、漢字

を構成する一部分に特に集中している。この実験１からは、非

学習者の注視点も学習によって、中級学習者、日本人と同様に

Ｘ２Ｙ１を中心とした付近にまとまり、外周部への拡散が見られ
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なくなること、とりわけ中級学習者のように特にＸ２Ｙ１に集中

する傾向を示すことが予測される。

３．実験２

３‐１実験の目的

構造指導と筆順指導に伴う非漢字系初級日本語学習者の漢字

に対する視線の動きの変化を、眼球運動の分析を通して比較す

る。

３－２実験方法

３－２‐１被験者

漢字学習経験がないＡＴＲの非漢字系研究員12名。実験時まで

の日本滞在期間はおよそ１ケ月から５ケ月。実験１と同様に被

験者は全員視力に問題がない。この被験者を６名ずつＡとＢの

２グループに分けた。

き

実験に使用した漢字は、

（ア）固、柏、栄、男、届、基、唯、漢

（イ）困、棋、思、労、居、集、嘆、油

これらの漢字は、非漢字系初級日本語学習者が漢字を見たとき

の視線の動きに及ぼす、構造指導と筆順指導の影響を調べる目

的で、漢字全体のパターンと部分の関係、規則性、画数、複雑

性（賀集他1979）を考慮にいれて選定したものである。ここ

では、古、木、其、佳、田、力、由、莫、Ｆ、□、…の部分を

持つ漢字を選んだ。（ア)(イ)間では同じパターンや部分を持つ

ものはほぼ同程度の画数と複雑性を持つように選び、（ア)(イ）

それぞれのグループ内では画数や複雑性に幅を持たせた。

Ａグループは先に構造指導によって漢字（ア）の学習を行な

い、次に一般的な筆順指導によって漢字（イ）の学習を行なっ

た。一方、Ｂグループは筆順指導による漢字（ア）の学習の後

で構造指導により漢字（イ）の学習を行なった。このように各

グループが順序を逆にした指導法で２回ずつ学習したのは、指
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導法の順序効果を検出するためである。

学習時間は各40分。各指導については、最初に構造または筆

順に関する一般的規則を指導用紙を用いて説明した後、個々の

漢字について指導するという方法をとった(付属資料参照)。ま

ず、オーバーヘッドで学習する漢字を学習者に呈示。次に、指

導者がホワイトポードに２回書いて見せる。さらに、学習者は

指導者がホワイトポードに書くのを見ながら指で空に書く練習

を行う。その後、学習者は配付されている漢字練習用紙のマス

のなかにそれぞれ7回ずつ書いて練習。ただし、構造指導の際

には、学習者に部分概念が印象づけられるように、字を部分に

くぎり、ポーズをおきながら書いてみせることを指導者は心掛

けた。

Ａ、Ｂグループとも各学習が終わる毎に眼球運動の測定を行

なった。測定する刺激漢字には、（ア)から「固」「基」「漢」

と、（イ)から「困」「模」「思」の合計６字を、それぞれ同様

のパターンを持つように選び、「固」「模」「漢」「恩」「基」

「困」の順にランダムに呈示した。学習した漢字は16文字であ

るが、これら16文字全部を刺激として測定すると被験者の負担

が大きくなり、精度の高いデーターが得られないので６字に絞

った。

実験１と同じ。

３‐３実験の結果

実験結果を予備検討したところ、注視点の分布に指導法によ

る違いが観察された。そこで、眼球運動の測定に使用した６つ

の刺激漢字のうち、粗データーを目視した結果違いが比較的よ

く現われている「漢」と「思」を取り上げて、注視点の分布を

求めた。測定結果を図４，図5に示す。結果の表示の方法は実験

lと同様である。

図４，図5からは、これらが実験１の非学習者の結果とは異な
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っていることが観察される。注視点は実験１のものより大きく、

字の外周部への拡散は見られない。これらは学習の影響と考え

られる。また図４，図5からは、「漢」も「思」もＢグループの

E１（筆順指導による最初の学習後の測定）だけがＸ３Ｙ１に注視

点が最も集まっていることと、それ以外は、Ｘ２Ｙ１に注視点が

最も集まっていることが見られる。すなわちＢグループのＥ１を

除いて、全て中級学習者、日本人と同様の注視点分布のパター

ンを示しているといえる。

Ａグループは、学習が進むに連れて次第にＸ２Ｙ１の部分に注

視点が集中して行き、Ｂ２では、中級学習者、日本人のうち、特

に中級学習者のパターンに近くなっている。ただし、中級学習

者の場合はＸ２Ｙ１の部分への注視点の集中度が一層高い。

Ｂグループは、Ｅ１のみ他のデーターと異なり、「漢」も「思」

もＸ２Ｙ１の右側(Ｘ３Ｙ１)に注視点が最も集まっている。しかし、

これも構造学習後のＥ２では他と同様の中級学習者、日本人に類

似したパターンに変わっている。

また、両グループとも、Ｅ１の時に「漢」はすでに学習済みで

あったが、「恩」はまだ学習していなかった。したがって、既

習、未学習にかかわらず類似の結果を示すことが認められる。

３‐４考察

３‐３からは、学習によって注視点の分布が非学習者のもの

から変化することが見られた。これは、学習の影響と考えられ

る。

また、未学習漢字もＥ１では既習漢字と同様の注視点の分布を

示していることによって、指導法の影響が未学習漢字にも及ぶ

ことが明らかになった。

さらに、ＢグループのＥ１（筆順指導による最初の学習後の測

定）のみ中級学習者、日本人と異なる注視点分布のパターンを

示していること、そのＢグループも、構造指導後に行われたＥ２

では他と同様のパターンに変わっていることが確認された。こ
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れは、それぞれ筆順指導と構造指導の影響と考えられる。

一方、Ａグループには､構造指導の後で筆順による漢字指導が

行われたが、ＡグループのＥ２のデーターはＥ１の注視点分布のパ

ターンを崩していない。かえってＸ２Ｙ１の部分に注視点が一層

集中する傾向を見せている。これは、最初に構造指導によって

漢字の構造に関する知識が得られると、その知識は後続の筆順

指導による学習にも受け継がれることを示唆している。また、

ＡグループのＢ２の注視点の分布と視点の移動の軌跡は共に中級

学習者のデーターに類似してきていることも指摘できる。これ

に関しては、学習によって非学習者の注視点分布は中級学習者

の注視点分布（漢字を構成する一部分に特に集中する）に近づ

くという予測が、実験１から得られていた。

以上、非漢字系学習者に対して、構造指導と筆順指導という

別の方法で漢字の導入を行なった実験２では、学習に伴って注

視点の分布が変化することと、指導法によって被験者の視線は

異なった動きを示すことが明らかになった。前者は学習が漢字

の見方に影響を与えることを示唆している。後者からは次のこ

とが確認される。（１）指導法の影響は未学習漢字にも及ぶ。

（２）初めに構造指導によって漢字の構造に関する知識が得ら

れると、その知識は後続の筆順指導による学習にも受け継がれ

る。（３）最初に構造指導が行なわれると、最初に筆順指導が

行なわれるときよりもはやく中級学習者に近い注視点分布にな

る。（４）学習最初期に筆順指導によってかなり複雑な漢字の

学習を行うと特別な注視点分布になる。しかし、その後構造指

導が行われると、他の場合と同様の注視点分布に変わる。この

変化は、構造の知識が漢字の見方に新たに反映された結果と考

えられる。これらの結果は、漢字導入に際してまず構造指導を

行なう方が、漢字を見る能力の形成という点において効果的で

あるということを示唆するものと考えられよう。

４．おわりに
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今回の実験では、実験１から、非学習者、中級学習者、日本

人が漢字を見たときの注視点分布の相異が検出できた。そこで

得られた非学習者の注視点分布は、非漢字系外国人にとって漢

字を見ることがまず第一に難しいと言われていることに対応す

ると考えられるものであった。

実験２からは、構造指導と筆順指導という異なる導入法によ

る漢字学習に伴う、非漢字系外国人が漢字を見たときの注視点

分布の変化が示された。そこでは、最初に筆順指導が行われる

と他の場合と異なる特別な注視点分布になること、それに対し

て、初めに構造指導が行なわれて漢字の構造に関する知識が得

られると、その知識は後続の筆順指導による学習にも受け継が

れ、最初に筆順指導が行なわれるときよりもはやく中級学習者

に近い注視点分布を示すことが明らかとなった。これは、安藤

他(1975)やトリーニ（1992）が提唱しているような漢字学習に

先立つ構造指導は、漢字を見る能力の形成という点において効

果的であるということを示唆していると考えられる。

以上の実験結果を受け、これからは、非漢字系学習者が漢字

学習の最初期から漢字の構造を理解する能力を身に付け、複雑

な漢字にも抵抗感を抱かず、自発的に学ぶ意欲が高まっていく

ような漢字導入教材の作製をめざしたいと思う。

(付記）

本稿は、姫路濁協大学に提出した修士論文に基づいて作成したものである。御

指導いただきました山田幸宏教授、小出調子教授、上野辰美教授、平岡清志助

教授に感謝致します。また、研究の機会を与えていただきましたＡＴＲ人間

情報通信研究所東倉洋一社長、矢野澄男iii室長、実験その他様々な点であたた

かく御丁寧な御指導、御助言、御協力をいただきました大塚作一主幹研究員、

須佐見懸史研究員、その他のＡＴＲ人間情報通信研究所の方々、被験者として

御協力いただきましたATRの研究員の方々に感謝致します。
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(注1)眼鏡をかけていると、眼球運動測定のためのゴーグルが装着できな

いためである。

(注2)ここでは視線の移動速度が１０deg/seｃ以下の区間を注視点とした。

deg/sccは角速度の単位。1秒につき眼球が何度動くかを表す。
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